
平成２６年度  第５回教育研究評議会議事録 

 

日  時  平成２６年９月１７日（水）１４：３０～１８：０５ 

場  所  事務局大会議室、総合研究棟10階会議室 

出席者  伊東、石井、浅利、前田、柳澤、木村、東郷、中野、鈴木、寺村、 

平岡、梅澤、谷、菅野、酒井、小西、藤井、増田、塩尻、青山、 

佐古、星野、糠谷、河合、鳥山、渡邉、中村、三村、髙松の各評議員 

欠席者  碓氷、今野、中山、永津、朴の各評議員 

陪席者  鈴木、櫻本の各監事 

佐藤、杉山の各学長補佐 

       

Ⅰ  議事録の承認について 

    平成２６年度第４回教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

Ⅱ  審議事項 

  １  東日本大震災による検定料の特別措置に関する規則の一部改正について 

      議長から、東日本大震災により被災した本学志願者の検定料を返還する

措置を引き続き実施するための東日本大震災による検定料の特別措置に関

する規則の一部改正について提案があり、石井委員から、資料１により説

明があった後、審議の結果、原案どおり承認した。 

         

  ２  静岡大学研究費等管理規則及び静岡大学研究費等不正調査取扱細則の一

部改正について 

      議長から、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン

（実施基準）」の改正に伴う静岡大学研究費等管理規則及び静岡大学研究

費等不正調査取扱細則の一部改正について提案があり、前田委員から、資

料２により説明があった後、審議の結果、原案どおり承認した。 

   

  ３  静岡大学公益通報に関する規則の一部改正について 

      議長から、通報対象事実にあたらないものの、本学の規則に違反又は違

反のおそれのある行為への対応を明確化するための静岡大学公益通報に関

する規則の一部改正について提案があり、前田委員から、資料３により説

明があった後、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

  ４  静岡大学未来創成基金に置く特定基金の運営等に関する規程の一部改正

について 

      議長から、特定基金の事業計画の様式の規定等に伴う静岡大学未来創成

基金に置く特定基金の運営等に関する規程の一部改正について提案があり、

前田委員から、資料４により説明があった後、審議の結果、原案どおり承

認した。 



  ５  「一般社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム」短期集中講義単

位互換に関する協定書（案）について 

      議長から、ふじのくに地域・大学コンソーシアム短期集中講義を実施す

るための単位互換協定の締結について提案があり、石井委員から、締結に

伴う学際科目の設置や他大学の参画状況等について、資料５により説明が

あった後、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

  ６  静岡大学特別聴講学生規程の一部改正について 

      議長から、「一般社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム」短期

集中講義単位互換に関する協定の締結に伴う静岡大学特別聴講学生規程の

一部改正について提案があり、石井委員から、資料６により説明があった

後、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

  ７  静岡大学地域創造学環設置準備委員会設置要項の制定について 

      議長から、平成２８年度に設置を目指している「静岡大学地域創造学環

」の詳細設計を検討するための静岡大学地域創造学環設置準備委員会設置

要項の制定について提案があり、石井委員から、資料７により説明があっ

た後、審議の結果、委員から、同要項第３条について意見があり、委員か

らの意見を踏まえ、同条に防災総合センターから選出された教員１名を加

えるとともに、同条第４号の教育学部から選出された教員２名を３名に修

正することとし、これを承認した。 

   なお、人文社会科学部から選出された教員は当面４人とし、必要が生じ

た際は、増員することを確認した。 

   また、石井委員から、部局から選出される委員の推薦に関して、各部局

の早急な対応について依頼があった。 

 

  ８  静岡大学全学教育基盤機構設置準備委員会設置要項の制定について 

      議長から、平成２７年度に設置を予定している「静岡大学全学教育基盤

機構」の詳細設計を検討するための静岡大学全学教育基盤機構設置準備委

員会設置要項の制定について提案があり、石井委員から、資料８により説

明があった後、審議の結果、委員から、機構内に置く「全学教職センター

」の位置付けが明らかとなっていない旨の意見があり、石井委員から、同

センターの任務等については、準備委員会の下に設置するワーキング・グ

ループで今後検討していきたい旨の説明があり、併せて、委員からの意見

を踏まえ、同要項第３条に「教職に関する知見を有する教員 １名」を加

え、同教員は教育学部から選出することとし、これを承認した。 

 

  ９  中部電力等との研究に係わる連携実施協定の締結について 

      議長から、中部電力等との研究に係わる連携実施協定の締結について提

案があり、学術情報部長から、資料９により説明があった後、審議の結果、



原案どおり承認した。 

なお、委員から、同協定で行う研究の範囲について質問があり、議長か

ら、同協定で行う研究連携の内容については、個別に連携協議会が判断す

ることとなっており、随時その進捗や成果を連携協議会で共有することと

なっている旨の説明があった。 

 

１０  静岡大学と沼津工業高等専門学校との間における教育研究交流に関する

協定書の更新について 

      議長から、沼津工業高等専門学校からの申し出による実習生受入れに係

る教育研究交流に関する協定書の更新について提案があり、石井委員から、

資料１０により説明があった後、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

１１  湖西市との包括連携協定の締結について 

      議長から、湖西市との包括連携協定の締結について提案があり、学術情

報部長から、資料１１により説明があった後、審議の結果、原案どおり承

認した。 

 

１２  法務研究科の今後の対応等について 

      議長から、法務研究科の今後の対応等について、資料１２により提案が

あり、中村委員から、法務研究科の現状等について説明があった後、審議

の結果、原案どおり承認した。 

なお、委員から、平成２８年度に設置を目指している「静岡大学地域創

造学環」とのエフォート等の関係について質問があり、議長から、次回本

会議にエフォート等を踏まえた構想案を提示する旨の回答があった。 

 

１３  学生の懲戒について 

      中野委員から、学生の懲戒について、審議に先立ち、今回から次の２点

について、審議方法を変更する旨の説明があった。 

・本懲戒処分（案）の原案は、当該部局で作成したものであるが、本

会議に提示したものを、懲戒委員会の懲戒処分（案）として取り扱

う。そのため、本会議で出された意見等により修正を行う場合でも、

懲戒委員会の裁量によって行うこと。 

・本懲戒処分（案）は、懲戒委員会の処分（案）であるが、経緯等の

詳細な説明が求められることも想定し、今回から、処分（案）の説

明については、当該部局長が行うこととすること。 

続いて、同委員及び当該部局長から、別添資料１により説明があった後、

種々意見交換を行い、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

 

                   



Ⅲ  報告事項 

  １  企画戦略会議報告 

      議長から、平成２６年度臨時企画戦略会議（H26.7.28開催）及び第５回

企画戦略会議（H26.9.3開催）について、資料１３により報告があった。 

    なお、委員から、第５回企画戦略会議において審議された「年俸制の

適用方法」について質問があり、前田委員から、実行性の高い同制度の

適用方法を、文部科学省と引き続き刷り合わせていきたい旨、回答があ

った。       

 

２  学長選考会議について 

      梅澤委員から、学長選考会議の審議状況及び選考日程について、報告が

あった。 

       

  ３  第三期中期目標・中期計画の素案の策定について 

    浅利委員から、第三期中期目標・中期計画の素案（案）の策定に係るス

ケジュール、策定体制及び項目等について、資料１４により報告があった。 

  続いて、前田委員から、本件と関連する「国立大学法人の組織及び業務

全般の見直しに関する視点」について、同資料により説明があった。 

  なお、委員から、目標・計画の策定にあたっては、部局の意見等も充分

に取り入れるよう要望があった。 

     

４  平成２７年度大学機関別認証評価申請について 

      東郷委員から、平成２７年度に受審を予定している「大学機関別認証評

価」の申請について、資料１５により報告があった。 

   併せて、同委員から、部局において実施する自己評価についての協力依

頼があった。 

         

  ５  学校教育法及び国立大学法人法の一部改正に伴う内部規則等の総点検・

見直しについて 

      浅利委員から、学校教育法及び国立大学法人法の一部改正の概要及びこ

の改正に伴う内部規則等の総点検・見直しの進め方等について、資料１６

により報告があった。 

続いて、前田委員から、本件に係る施行規則を含む一部改正の省令の概

要について、同資料により説明があった。 

 

  ６  大学ポートレートについて 

      浅利委員から、文部科学省が進めているデータベースを用いた大学の教

育情報の活用及び公表のための共通的な仕組みである大学ポートレートに

ついて、資料１７により報告があり、本学として参画する旨の説明があっ

た。 



  ７  理学部、理学研究科とマチュン大学光合成色素研究センター（インドネ

シア共和国）との部局間交流協定の締結について 

      鈴木委員から、理学部、理学研究科において、マチュン大学光合成色素

研究センター（インドネシア共和国）と部局間交流協定を締結した旨、資

料１８により報告があった。 

   

８  ユーコープ連携講座に関する覚書について    

      学術情報部長から、例年に倣いユーコープ連携講座に関する覚書を取り

交わした旨、資料１９により報告があった。 

 

  ９  安全保障貿易管理説明会について 

      学術情報部長から、安全保障貿易管理説明会について、静岡地区では９

月２４日に、浜松地区では１０月１０日に開催する旨、資料２０により案

内があり、部局における周知及び対象者の積極的な参加について、依頼が

あった。 

 

１０  国立大学改革強化推進補助金特定支援型「優れた若手研究者の採用拡大

支援」について 

      学術情報部長から、申請中であった「国立大学改革強化推進補助金特定

支援型」に採択された旨、資料２１により報告があった。 

   なお、委員から、文部科学省に提示した説明資料中の表現の訂正につい

て、意見があった。 

 

１１  附属図書館分館・学生支援棟オープニングセレモニーの開催について 

      髙松委員から、附属図書館分館・学生支援棟オープニングセレモニーに

ついて、９月３０日に開催する旨、資料２２により案内があった。 

 

１２  教員採用等報告について 

      議長から、保健センター１名の教員の採用について、資料２３により報

告があった。 

 

                   

Ⅳ  その他 

  ・糠谷委員から、農学部案内をリニューアルした旨、席上配付資料により説

明があった。       

 

 

 

                                                              以  上 


